
資料１ 

 

「北海道危険薬物の使用等の規制等に関する条例」の見直しについて 

 

１ 協議にあたって 

北海道危険薬物の使用等の規制等に関する条例（以下「条例」という。）附則第２項

には、 

 

知事は、この条例の施行の日から起算して５年を経過するごとに、社会経済

情勢の変化等を勘案し、この条例の施行の状況等について検討を加え、その結

果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。 

 

とされております。 

本年は、上記の条例附則第２項の該当年であることから、条例の必要性を含めた見

直し等について、協議事項としてご意見を伺うものです。 

 

２ 事務局説明事項 

危険薬物については、前回の条例見直しの年である令和２年から本年までの間、条

例第５条第１項に基づき、別紙２のとおり 84物質を指定しています。 

これまで指定した物質は、東京都庁及び大阪府庁からの情報提供によるものであり、

今後も、東京都庁・大阪府庁から同程度の情報提供が見込まれます。 

なお、北海道では、北海道警察、北海道厚生局等の関係機関が緊密に連携し、危険

ドラッグ対策に取り組んでおり、危険ドラッグの根絶に向けて、道全体が一丸となっ

て更なる取組を進める必要があります。 

そのため、事務局としては、条例について特段の見直し等を行う必要は無く、引き

続き、条例の運用により危険薬物の規制等を行ってまいりたいと考えております。 

 

３ 協議事項 

条例に対して必要な措置等があるかご意見を伺いますので、別紙によりご回答願い

ます。 


